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諮問庁：国土交通大臣 

諮問日：令和３年１１月１日（令和３年（行情）諮問第４６３号） 

答申日：令和４年３月１日（令和３年度（行情）答申第５５８号） 

事件名：国土交通ホットラインステーションへの特定の質問に回答しないこと

を決定した文書等の不開示決定（不存在）に関する件 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

「質問に回答しないことを決定した資料」及び「中国地方整備局・特定

河川事務所の間での連絡資料」（以下「本件対象文書」という。）につき，

これを保有していないとして不開示とした決定は，妥当である。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

１ 審査請求の趣旨 

行政機関の保有する情報の公開に関する法律（以下「法」という。）３

条の規定に基づく開示請求に対し，令和３年７月８日付け国官広第２１号

により，国土交通大臣（以下「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行っ

た一部開示決定（以下「原処分」という。）につき，請求した行政文書の

不足分の開示，中国地方整備局ホームページ「意見箱」への質問の回答を

求める。 

２ 審査請求の理由 

  中国地方整備局ホームページ「意見箱」及び国土交通ホットラインステ

ーションは，質問者に対し「質問には回答しません」の連絡すらしない

ことが不服である。 

質問者は，開示請求しなければ，国交省が「回答しない」と考えている

ことすら知ることができないことが不服である。 

時間と労力と諸費用を要した開示請求の結果得られたことが，国交省が

「回答しない」と考えていることだけであったことが不服である。 

中国地方整備局・特定河川事務所が，「回答しない」と決定した経緯・

過程の行政文書が開示されていないことが不服である。 

質問内容の，部外者への官メールの送付や災害協定応募資格の恣意的な

変更，及び「意見箱」への質問に対する無視は，コンプライアンスに抵触

するものと考えられ，確認したい。 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

１ 本件審査請求について 

（１）本件開示請求は，令和３年６月９日付けで，法に基づき，処分庁に対

し，別紙の１に記載する文書の開示（以下「本件開示請求」という。）
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を求めてなされた。 

（２）これを受け，処分庁は，同年７月８日付け国官広第２１号により，別

紙の２に記載する文書を特定し，①メール文中に記載された「担当者の

内線番号，メールアドレス，添付ファイルのパスワード及びホットライ

ンステーションのメールアドレス」については，職務上必要な関係者以

外には知られていない非公開の情報であり，公にすることにより不特定

多数の者が知ることになった場合，本来の目的以外に使用され業務の遂

行に支障を及ぼすおそれがあることから，法５条６号柱書きの「当該事

務又は事業の適正な遂行に支障を及ぼすおそれのあるもの」に該当する

ため，当該情報が記録されている部分を不開示とし，②国土交通省ホッ

トラインステーション事案処理票に記載された「お名前，Ｅ－ｍａｉｌ

アドレス，携帯電話番号，郵便番号，都道府県，連絡先等，ＦＡＸ番号」

については同条１号に規定する個人に関する情報であって，特定の個人

を識別することができるものであり，かつ，これは同号ただし書イ，ロ

又はハのいずれにも該当しないものであるため，これらの情報は同号に

該当するため不開示とし，③本件請求文書中「質問に回答しないことを

決定した資料」及び「中国地方整備局・特定河川事務所の間での連絡資

料」については，取得・作成しておらず不存在とする開示決定をした。 

（３）本審査請求は，これに対し，諮問庁に対して提起したものである。 

２ 審査請求人の主張について 

審査請求人の主張は，審査請求書によると上記第２のとおりである。 

３ 原処分に対する諮問庁の考え方について 

審査請求人は中国地方整備局ホームページ「意見箱」への質問の回答を

求めているが，本件開示請求において請求された文書ではないため本件審

査請求の対象とはならない。そして，開示文書に不足があると主張してい

ることから，文書特定の妥当性について以下検討する。 

（１）国土交通ホットラインステーションについて 

国土交通ホットラインステーション（以下「国土交通ホットラインス

テーション」又は「ＨＬＳ」という。）は，「大臣官房に国土交通ホッ

トラインステーションを置く訓令（平成１６年７月１６日国土交通省訓

令第５３号。以下「設置訓令」という。）」及び「国土交通ホットライ

ンステーション運営要領（平成１６年７月２０日官房長決定）」に基づ

き設置，運営される組織である。 

（２）事務フローについて 

ＨＬＳに対して相談者から意見等があった場合には，ＨＬＳにおいて

担当部局を選定し，担当部局に対応を依頼することとしている。本件の

ように相談者からＨＬＳあてに電子メールで意見等があった場合の事務

フローは以下のとおりとなる。 
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① 相談者からの電子メールをＨＬＳで受領。 

② ＨＬＳから担当部署へ対応を依頼。 

③ 担当部署において対応を検討。相談内容に応じて，担当部署が相談

者に対して直接回答するか，ＨＬＳ経由で回答するかを選択可能。Ｈ

ＬＳが書面（電子メール含む。以下同じ。）で回答する場合には担当

部署は回答文書をＨＬＳへ送付する必要がある。担当部署において回

答しない旨を決定した場合には 担当部署において意見等を留め置く

ことも可。 

④ (ＨＬＳが書面で回答する場合は）担当部署から受け取った回答文

書をＨＬＳから相談者へ送付。 

（３）本件開示請求に対して，処分庁は別紙の１に記載された各受付番号で

受領した事案に対応した文書として以下の文書を特定している。 

ア 「特定受付番号Ａの質問に回答しないことを決定した資料，及び上

記質問に対し国土交通省ホットラインステーション・中国地方整備

局・特定河川事務所の間での連絡資料」について 

上述（２）の事務フローに基づいた対応を行った記録として，ＨＬ

Ｓから担当部署へ対応を依頼した文書である文書１，担当部署がＨ

ＬＳに対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した文書

である文書２，ＨＬＳから担当部署に対する応答文書として文書３ 

イ 「特定受付番号Ｂの質問に回答しないことを決定した資料，及び上

記質問に対し国土交通省ホットラインステーション・中国地方整備

局・特定河川事務所の間での連絡資料」について 

上述（２）の事務フローに基づいた対応を行った記録として，ＨＬ

Ｓから担当部署へ対応を依頼した文書である文書４，担当部署がＨ

ＬＳに対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した文書

である文書５，ＨＬＳから担当部署に対する応答文書である文書６ 

ウ 「特定受付番号Ｃの質問に回答しないことを決定した資料，及び上

記質問に対し国土交通省ホットラインステーション・中国地方整備

局・特定河川事務所の間での連絡資料」について 

上述（２）の事務フローに基づいた対応を行った記録として，ＨＬ

Ｓから担当部署へ対応を依頼した文書である文書７，担当部署がＨ

ＬＳに対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した文書

である文書８，ＨＬＳから担当部署に対する応答文書である文書９ 

エ 「特定受付番号Ｄの質問に回答しないことを決定した資料，及び上

記質問に対し国土交通省ホットラインステーション・中国地方整備

局・特定河川事務所の間での連絡資料」について 

上述（２）の事務フローに基づいた対応を行った記録として，ＨＬ

Ｓから担当部署へ対応を依頼した文書である文書１０，担当部署が
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ＨＬＳに対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した文

書である文書１１，ＨＬＳから担当部署に対する応答文書である文

書１２ 

オ 「特定受付番号Ｅ及び特定受付番号Ｆの質問に回答しないことを決

定した資料，及び上記質問に対し国土交通省ホットラインステーショ

ン・中国地方整備局・特定河川事務所の間での連絡資料」について 

上述（２）の事務フローに基づいた対応を行った記録として，ＨＬ

Ｓから担当部署へ対応を依頼した文書である文書１３，担当部署が

ＨＬＳに対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した文

書である文書１４，ＨＬＳから担当部署に対する応答文書である文

書１５ 

（４）改めて，本件開示文書を検分したところ，文書１，文書４，文書７，

文書１０及び文書１３にはＨＬＳから担当部署へ対応を依頼した記録が，

文書２，文書５，文書８，文書１１及び文書１４には担当部署がＨＬＳ

に対して本質問に対応しない旨を選択したことを回答した記録が，文書

３，文書６，文書９，文書１２及び文書１５にはＨＬＳから担当部署に

対する応答記録が記載されていることが確認された。これらはＨＬＳ事

務フロー①～③に沿った対応記録であり，さらに担当部署は「本質問に

対応しない旨を選択した」ことから，同フロー④（担当部署から受け取

った回答文書をＨＬＳから相談者へ送付）に該当する文書は存在しない

ことに不自然な点は見当たらない。よって，処分庁が本件開示文書を特

定したことは妥当である。 

なお，本件審査請求を受け，ＨＬＳの書庫，書架及びパソコン上のフ

ァイル等の探索を改めて行ったものの，本件請求文書に該当する行政文

書の存在は確認できなかった。 

（５）以上のことから，処分庁の文書特定は妥当であったといえる。 

４ 審査請求人のその他の主張について 

審査請求人は，その他種々主張するが，上記判断を左右するものではな

い。 

５ 結論 

以上のことから，原処分を維持して差し支えない。 

第４ 調査審議の経過 

   当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 令和３年１１月１日  諮問の受理 

   ② 同日         諮問庁から理由説明書を収受 

   ③ 令和４年２月４日   審議 

   ④ 同月２２日      審議 

第５ 審査会の判断の理由 
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１ 本件開示請求について 

本件開示請求は，別紙の１に掲げる文書の開示を求めるものであり，処

分庁は，本件開示請求に対し，別紙の２に掲げる文書１ないし文書１５を

特定し，その一部を不開示とした上で，開示請求文書のうち，「質問に回

答しないことを決定した資料」及び「中国地方整備局・特定河川事務所の

間での連絡資料」（本件対象文書）については，取得・作成しておらず不

存在であるとして不開示とする決定（原処分）を行った。 

これに対し，審査請求人は，本件対象文書の開示を求めているものと解

されるが，諮問庁は，原処分は妥当であるとしていることから，以下，本

件対象文書の保有の有無について検討する。 

２ 本件対象文書の保有の有無について 

（１）本件対象文書は，本件開示請求書によると，審査請求人が国土交通省

ホットラインステーション（ＨＬＳ）に対する質問として送信した６通

のメールについて，質問に回答しないことを決定した資料及び上記質問

に関し，国土交通省ホットラインステーション，中国地方整備局，特定

河川事務所の間での連絡資料を開示請求するものであると認められる。 

（２）諮問庁が上記第３の３（２）で説明する国土交通ホットラインステー

ションの事務フローによると，国土交通ホットラインステーションは，

相談者からの相談に係る電子メールを受領した後，その相談内容に関し

ての担当部署に対応を依頼するのみであり，当該相談への対応内容は担

当部署において検討することとされている。また，質問への対応の有無

についても担当部署において検討し，その検討結果を国土交通ホットラ

インステーションに回答することとされているところ，担当部署におい

て回答しない旨を決定した場合には担当部署において意見等を留め置く

ことも可能とされているが，その際，担当部署から国土交通ホットライ

ンステーションへの回答に当たり，質問に回答しないことを決定した資

料や特定河川事務所との連絡文書を提出することまでをも求められてい

るものとは認められない。 

原処分において開示された各文書を確認したところ，この諮問庁の説

明に不自然，不合理な点は認められず，また，これを覆すに足りる特段

の事情も認められない。そうすると，国土交通ホットラインステーショ

ンにおいて本件対象文書を取得・作成し保有していないとする諮問庁の

説明は首肯できる。さらに，本審査請求を受け，改めて国土交通ホット

ラインステーションの書庫，書架及びパソコン上のファイル等の探索を

行ったが，本件対象文書に該当する行政文書の存在は確認できなかった

とする諮問庁の説明を覆すに足りる事情も見当たらない。 

３ 審査請求人のその他の主張について 

  審査請求人はその他種々主張するが，いずれも当審査会の上記判断を左
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右するものではない。 

４ 本件一部開示決定の妥当性について 

以上のことから，本件対象文書につき，これを保有していないとして不

開示とした決定については，国土交通省において本件対象文書を保有して

いるとは認められず，妥当であると判断した。 

（第５部会） 

 委員 藤谷俊之，委員 泉本小夜子，委員 磯部 哲 
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別紙 

 

 １ 開示請求された文書 

国土交通省ホットラインステーションへの質問である， 

   １．特定受付番号Ａ，２．特定受付番号Ｂ，３．特定受付番号Ｃ，４．

特定受付番号Ｄ，５．特定受付番号Ｅ，６．特定受付番号Ｆの質問に回答

しないことを決定した資料，及び上記質問に関し国土交通省ホットライン

ステーション・中国地方整備局・特定河川事務所の間での連絡資料を開示

請求する。 

 

 ２ 原処分において特定された文書 

文書１ 特定月日Ａメール 件名：「ＨＬＳに寄せられた事案について

／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル「国土

交通ホットラインステーション事案処理票（特定受付番号Ａ（中

国地整）官パソコンから電子メール【ＮＡ】）」 

文書２ 特定月日Ａメール  件名：「８７中国：に寄せられた事案につ

いて／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル

「国土交通ホットラインステーション事案処理票（特定受付番号

Ａ（中国地整）官パソコンから電子メール【ＮＡ】）」 

文書３  特定月日Ａメール  件名：「ＲＥ：８７中国：に寄せられた事

案について／国土交通ホットラインステーション」 

文書４  特定月日Ｂメール  件名：「ＨＬＳに寄せられた事案について

／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル「国土

交通ホットラインステーション事案処理票（特定受付番号Ｂ（中

国地整）特定受付番号Ａ（官パソコンから電子メール）の回答催

促【ＮＡ】）」 

文書５ 特定月日Ｃメール 件名：「【８７中国＿回答】ＨＬＳに寄せら

れた事案について／国土交通ホットラインステーション」及び添

付ファイル「国土交通ホットラインステーション事案処理票（特

定受付番号Ｂ（中国地整）特定受付番号Ａ（官パソコンから電子

メール）の回答催促【ＮＡ】）」 

文書６  特定月日Ｃメール  件名：「ＲＥ：【８７中国＿回答】ＨＬＳ

に寄せられた事案について／国土交通ホットラインステーション」 

文書７ 特定月日Ｄメール 件名：「ＨＬＳに寄せられた事案について

／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル特定受

付番号Ｃ（中国地整）特定受付番号Ａ（官パソコンから電子メー

ル）の回答催促【ＮＡ】 
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文書８ 特定月日Ｄメール 件名：「【８７中国＿回答】ＨＬＳに寄せ

られた事案について／国土交通ホットラインステーション」及び

添付ファイル「国土交通ホットラインステーション事案処理票

(特定受付番号Ｃ（中国地整）特定受付番号Ａ（官パソコンから

電子メール）の回答催促【ＮＡ】）」 

文書９ 特定月日Ｄメール 件名「ＲＥ：【８７中国＿回答】ＨＬＳに

寄せられた事案について／国土交通ホットラインステーション」 

文書１０ 特定月日Ｅメール 件名「ＨＬＳに寄せられた事案について

／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル「国土

交通ホットラインステーション事案処理票（特定受付番号Ｄ（中

国地整）河川災害応急対応活動【ＮＡ】）」 

文書１１ 特定月日Ｅメール  件名「【８７中国＿回答】ＨＬＳに寄せ

られた事案について／国土交通ホットラインステーション」及び

添付ファイル「国土交通ホットラインステーション事案処理票

（特定受付番号Ｄ（中国地整）河川災害応急対応活動【ＮＡ】）」 

文書１２ 特定月日Ｆメール  件名「ＲＥ：【８７中国＿回答】ＨＬＳ

に寄せられた事案について／国土交通ホットラインステーション」 

文書１３ 特定月日Ｇメール 件名「ＨＬＳに寄せられた事案について

／国土交通ホットラインステーション」及び添付ファイル「国土

交通ホットラインステーション事案処理票（特定受付番号Ｆ（中

国地整）特定受付番号Ｄ（河川災害応急対策活動）の回答催促

【ＮＡ】，特定受付番号Ｅ（中国地整）特定受付番号Ａ（官パソ

コンから電子メール）の回答催促【ＮＡ】）」 

文書１４ 特定月日Ｈメール 件名「【８７中国＿回答】ＨＬＳに寄せ

られた事案について／国土交通ホットラインステーション」及び

添付ファイル「国土交通ホットラインステーション事案処理票

（特定受付番号Ｆ（中国地整）特定受付番号Ｄ（河川災害応急対

策活動）の回答催促【ＮＡ】，特定受付番号Ｅ（中国地整）特定

受付番号Ａ（官パソコンから電子メール）の回答催促【ＮＡ】）」 

文書１５ 特定月日Ｈメール  件名「ＲＥ：【８７中国＿回答】ＨＬＳ

に寄せられた事案について／国土交通ホットラインステーション」 

 


